
【宮城県福祉サービス第三者評価の概要】 

 

事業所 評価機関 

  

  

 

 

第三者評価の意義や目的、宮城県が定めたサービスの考え方、評価のポイント等を 

事業所の管理者を含む職員の皆様に事前説明を行います。 

 

 

所定の自己評価票により事業所で自己評価を実施

し｢介護・福祉ネットみやぎ｣に提出します。 

提出された自己評価票をもとに事前書面調査を行

います。 

 

 

 

【利用者家族アンケート】 

利用者家族の率直な意見を評価の参考資料と

するために行います。 

【支援記録等の開示承諾書】 

支援状況等を評価の参考貴資料にするために

利用者家族に承諾をいただきます。 

上記の資料配布は事業所で行い、回収は直接

｢介護・福祉ネットみやぎ｣で行います。 

 

 

 

職員の思いなど率直な意見を評価の参考資料にす

るため実施します。 

自己評価票と一緒に｢介護・福祉ネットみやぎ｣に

提出します。 

 

 

｢介護・福祉ネットみやぎ｣の評価調査者複数が事業所に訪問し、管理者・職員か

らのヒアリング、書面確認、視察などの調査を実施します。 

 

 

事前書面調査や訪問調査の結果を報告書に取りまとめ、事実誤認や疑問等の確認 

を行います。評価結果の確認は、双方の納得が得られるまで合意は行いません。 

合意が得られた評価については｢介護・福祉ネットみやぎ第三者評価審査委員会｣

で最終審議し、最終の評価(結果)報告書としてまとめます。 

 

 

｢介護・福祉ネットみやぎ｣から事業所に評価(結果)報告書として提出します。併

せて評価結果の公表を行います。但し公表を希望しない場合はその旨の理由を沿

え宮城県に報告し、公表は致しません。 

公表は宮城県(推進組織)やＷＡＭＮＥＴホームページなどにて公表します。 

公表された事業所には宮城県から受審ステッカーが交付されます。 

 

注：「介護・福祉ネットみやぎ」とは、NPO 法人介護・福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎの 

略称です。 

評価機関の選択・受審申込み 

契約の締結（事務局） 

事前説明（事務局） 

自己評価 利用者家族アンケート 
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評価結果の確定と公表 


